TOSHIBA 

Leading Innovation : 


あなたのパソコン 


スタートアップガイ 


a 


* 本紙はなくさないよう、他のマニュアルと共に大切に保管してください。 

作業を始める前に、付属の冊子『安/してお使いいただくために』を必ずお読みくだ 
さい。特に電源コードや AC アダプターの取り扱いについて、注意事項を守ってください。 
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パソコンの準備に必要なちの 







地上デジタル放送受信専用 
室内アンテナ* 


B - CAS カード 
(台紙に付いています） 




巧 _デスクトップ面面とバソコンのが了 


TOSHIBA 



いろいろな機能を使 


鐘 





マニュアル類 


•マニュアル類の紹か 

本紙の作業が終わったあとは『準備しよ 
う』をご覧のうえ、用途に台わせて作業 
を続けてください。 

その後は、次のマニュアルをご覧くだ 
さい。 

テレビを見たい場含 

: 『映像と音楽を楽しらう』 

周辺機器を接続したい場合 
: 『し巧いろな機能を使おう』、 

《パソコンで見るマニュアル》、 
『周辺機器の説明書』 


付属品をすべて確認する場合は 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』をご覧 
<ださい。 


J 


* モデルによっては付属していません。 
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Q パソコンのデイスプレイを開ける 



〔お願い） 

• 本体液晶ディスプレイを開さ過ざるとヒンジ（手順 0 
参照）に力がかかり、破損や故障の原因となります。 
ヒンジに無理な力が加わらないよラ開閉角度に注意してご使 
用 < ださい。 

ディスプレイを開閉するときは、傷や巧れがつくのを防ぐ 
ために、液晶ディスプレイ（画面）部分には触れないよう 
にしてください。 


片手でパームレスト（キーボードの手前部分）をおさえた状態で、ゆっくり起こしてください。 

Q 電源スイッチを約2が囲巧し、おをはなす 

指をはなすと電源が入ります。 Power の LED が白色に点打するのを確認してください。 


ヒンジ 




(!) 


0 D 


Windows が起動し、次の画面が表示されます。 

本紙裏面の 「应] Windows セットアップをしよう」へと進んでください。 


白色に点な 



この画面が表巧された5、本紙裏面へ 


只 

<裏面へノ 
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源コードと AC アダプターを接続しよう 


〔お願い） 

•電源を入れたら、 Windows セットアップ（裏面参照）が終了するまで、絶対に途中で電源を切らないでください。 

セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動でをない原因になり、修理が必要になることがあ 
ります。 

次のイラストのの^@^@の順で行ってくださぃ。 
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がるランプ （ LED ) を確認しよう 


r ぉ願いつ 

• 周辺機器は接続しないでください。 

セットアップは AC アダプターと電源コードのみを接続して行います。セットアップが完了するまでは、プリンター、マウスなどの 
周辺機器や LAN ケーブルは接続しないで < ださい。 


DC IN * 1LED が白色に点なし 、 Battery 
の充電が自動的に始まります。 


LED がオレンジ色に点口することを確認してください。バッテリーパックへ 



詳しくは、 「巧] 「無線 LANS く S く設定」でインターネットに接続しよう」をご覧ください。 


r ぉ願ぃつ 

♦ Windows セットアップ（裏面参照）を始める前に、無線 LAN 機能を ON にしてください。 
ワイヤレスコミュニケーションスイッチを日 n 側にスライドしてください。 


r 無線 LAN6 くらく設定 J でインターネットに接続しよ 3 


* 本操作は、 Windows セットアップ（裏面参照）の終了後、行うことびできます。 

* インテル製モジュール搭載モデルの場合は、《パソコンで見るマニュアル》（※参照）をご覧ください。ご購入のモデルの仕様については、 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』をご覧ください。 

無線 LAN でインターネットに接続する際の接続イメージは下の図のとおりです。 



メーカーにお問い合わせください。 

本紙では、 WPS プッシュボタン方式 （ WPS とよびます）対応のアクセスポイントとパソコンを無線 LAN で接続する手順を 
説明します。 WPS に対応していない場合の接続設定方剤よ、《パソコンで見るマニュアル〉〉（※参照）をご覧ください。 

〇 インターネットのプ□バイダーと契約し、通信回線を用意ずる 

プ□バイダーとの契約が完了後、通信回線とパソコンを接続し、設定を行うと、インターネットに接続でさます。 


Q アクセスポイントび WPS プッシュボタン方式に巧応して 
いるかどラかを調べる 

WPS に対応している場合は、ちのような WPS □ゴを取得しています。 

Q WPS 巧応アクセスポイントとパソコンの準備をずる 

① アクセスポイントのそばにパソコンを置< 

( D アクセスポイントの電源を入れる 

③ パソコンの電源を入れ、パソコン本休のワイヤレスコミュニケーシヨン 
スイッチを On 側にスライドずる 

ワイヤレスコミュニケーション((ず)) LED が点なするのを確認してください。 




ワイヤレスコ S ュニケーシヨンスイッチ 



□ r 無線 LAN 6 く 6 く設定 J を起動ずる 

デスクトップ上の[無線 LAN の設定を開始する ( WPS )] アイコン（が）をダブルクリックしてください。 iU 陶ま、 
画面の指示に従って操作してください。[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、メッセージを注意し 
て読み、開始した操作内容を確認してから、画面の指示に従って操作してください。 

※《パソコンで見るマニュアル》は、デスクトップ上の[パソコンで見るマニュアル]アイコン（をジをダブルクリックして起動します。 

起動後、[キーワード検索]に「無線 LAN でネットワークに接続する」と入力して検索し、表示されたぺージをご覧ください。 

《WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) とは、無線 LAN 機器の設定やセキュリティの設定を簡素化するため、無線 LAN 業界団体 「 Wi - Fi ア 
ライアンス」が定めた規格のことです。 

※次の項目は、アクセスポイントに付属の取扱説明書をご覧ください。ご不明な点は、アクセスポイントのメーカーにお問い合わせください。 

-アクセスポイントが WPS に対応しているかどラか -アクセスポイントでの設定や取り扱い方法など 

※次のよラな場所では、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切り、パソコン本体の電源を切ってください。 

-航空機内および周辺に電波障害などが発生する場所 -病院などの医療機関内、医療用電気機器の近く 

-付近に/臓ペースメーカーを装着されているかたがいる可能性がある場所-自動ドア、乂災報知器などの自動制御機器の近く 
※厂無線 LAN らくらく設定」は、本製品に搭載されている無線 LAN 機能でのみ使用でさます。 

※パソコンに付属の取扱説明書には、無線 LAN についての大切な説明やご使用にあたってのご注意が記載されていますので、あわせて 
お読みください。 








































































































































































































Windows セットアップをしよ 
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Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために 
必要な操作です。 

セツトアップには 約10〜20 分か かります。 


左ボタン 


• 々 ■■ ツク知 I ホ 如.一、. タッチパッド 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、 

指の動きに合わせてディスプレイ上の「1^」（ポイ 
ンター）び動さます。 

目的の位置にポインターを合わせたあと、左ボタ 
ンを1回押す操作を「クリック」といいます。 

詳しい使いかたは『いろいろな機能を使おラ』を参照してください。 



ちボタン 


スタート 

□ 個または地域]欄に旧本 J と 
表おをれていることを確認し、 
[次へ]ボタンをクリックずる 


〔ぉ願しり 

• 操作は時間をあけないで行ってください。 

しばらくタッチパッドやキーボード操作をしないと、画面に表示される内容が 
見えなくなる場合がありますが、故障ではありません。もう1度表示するに 
は、 


曰 ユーザー名を入力ずる 

「 I 」（カーソル）が表示されている位置から夕字を 
入力でさます。 ユーザー名は、半角英数字で入力す 
ることをおすすめします。 


Wndcws のたヴトア y プ 


な Windows ’ 7 Home Premium 


(巧た ホ 


I ： 巨 


* 好と化*のお式の： I 日日本） 


キーボードレイアウ h <! かか 


TOSHIBA 


み 


に なぺ N ) ] 


〇 


Windows のたヴトアブプ 


な Windows . / Home Premium 

新しい アでウン hfl xi— ザーをとコンピユーターをネジトフーク上で a 成するためのコン 
ピユーターをを入力して < だれ一 


[ ューヴ ーS を入力して<だれ、（か John)(U): 1 


TOSHIBA 


み 


SHIFT キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 


5H//T1 キーやタッチパッドでは復帰せず、 Power 0 LED が点滅または消丹 


している場合は、電源スイッチを押してください。セットアツプが再開されます。 


夕字の入力方法、キーの位置については、『アシスト 
シート』に簡単な説明がありますので、参照してくだ 
さい。 rdynabookj と入力するときは、キーボード 
で ID い y 1 ia /| i /\1 i 5||0||0||/ c |と押します。 


•ユーザー名（アカウント）とは 

複数のユーザーが1台のパソコンを別々に使用することがでさま 
す。そのとき、起動時にどのユーザーが使用するのかを識別する 
必要があるため、ユーザーそれぞれの名前を登録します。 

手順 0 で入力するユーザー名は、 r 管理ち」のユーザーの名前です。 
「管理者」のユーザーとは、複数のユーザーでパソコンを使用する 
場合、全体を管理してほかのユーザーの使用制限を設定したりでを 
るユーザーです。 

•キーを巧してち文字が表示されないとまは 

入力欄に「 I 」（カーソル）が点滅しながら表示されていることを 
確認してください。表示されている位置から夕字を入力できます。 
表示されていないときは、入力欄をクリックしてください。 

•入力を間違えたとまは 

次の操作で文字を削除して、もラ1度入力しましよラ。 

-カーソルの左側の文字を削除 ： {BACKSPACE I キーを押す 
-カーソルのち側の文字を削除：を^キーを押す 
カーソルを左ちに動かす には 、^ I キーまたは 卜 I キーを押します。 


凸 


コンピューターちを入力ずる 

ほかのパソコンと区別するために、コンピューターに名前を 
つけます。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してく 
ださい。 

半角英数字で任意の文字列を入力して<ださい。 半角英数字 

iU 外は使用しないで 
<ださい。 またこの 
とさ、同じネットワ 
ークに接続するコン 
ピューターとは別の 
名前にしてください。 


Q [巧へ]ボタンをクリックずる 


な 


Windows のたヴトアップ 


な Windows . 7 Home Premium 

g し い アカウン N Da- ザーをと、コンピユーターそホ*<トフーク上てするためのコン 
ビユーター名を入力して < だれ、 


ュー 


ヴーをを入力してください （ 


ユーターを f 入力してくださ t で0: 


TOSHIBA 


み 


B 


パスワードを入力ずる 
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r パ スワードは、 
V 忘れないでね！ y 


入力した夕字は「•••••」で表示されるため、 
画面を見て確認することはでさません。入力し 
間違えてち画面ではわからないので、気をつけて 
入力してください。 


Q パスワードをもう1度入力し、パスワードの 
ヒントを入力ずる 

パスワードのヒントとは、パスワード入力画面でパスワード 
を忘れてしまったときに表示させるものです。 

[パスワードのヒント 
の入力]と書いてある 
下の欄に、自分だけが 
パスワードを思い出 
せるようなヒントを 
入力してください。 


Q [巧へ]ボタンをクリックずる 


, Windows のたヴトアップ 


ユーヴーア々クンフード t 巧去しぞ T 


イ膊で T. / 


>:こ有巧なた 
でを•した 


i なフート t ちう-«入力してく cavXB)： 


/U フードのヒン hD 入力（み须沿か 


, Windows のたヴトアジプ 


ユーブーアカクン Wa クードレミ T 


似つー ト gfW しておくことけ:、 

キユリブィ巧荣で T. J なフードは左れない 
場を丈ちをながこしてくだ巧、 


-アカクントを*=#から«する 
う亡してくだみ、 S たI メモ: 


.フート t ちう一«入力してくださV佩： 


/U フードのヒントの乂力（必 j)0D: 


f なつー ト tS しで IT の C 餐ご- 
似つートホ柏*えた場を:こ. 


:っ•巧 
又力し】 


[わ巧巧モ乂力してくだみ、 
I したヒントが巧示されす T. 


Q マイク□ソフトのライセンスま頃の内容を確 
認して[ライセンスま頃に同意しまず]のちに 
ある因をク U ックずる 


〇 ^ Windows の它ツトアツブ 

ライたンスホ頂をお R みになって<ださい 

マイクロソフトソフトウェアライたンスを巧 ： 

WINDOWS 7 HOME PREMIUM 

本マイクロソフトソフトウェアライたンス菜巧（切下「本ライセンス菜巧 J といし、ます）は、わを 
おと似下のち*をとの巧約を巧成します。 _ 

LC ライたンスを巧に巧*します （Windows をな用するには百 * が必要)(が j 

巧す会れ束芝が巧供するソフトウIアぞタウンロード、インストールまたは使用される‘ 
前にこのエンドユーザー巧用ホ諾寅のま（本黄巧去)をを患巧くゎ壺み下さい•いずれ 
かのを巧にご同意いただけない巧合じは、巧芝裝コンピューターをおまめにむった巧 
売店に、ごあがについてご巧設下さい， 

エンドユーザー使用許館契約畫 ’ 

^ライたンスを斯こち*しまずロンビユーターを巧用する口3：^霞/^&5!>(10 


ライセンス条項に同意しないと、 Windows を使用することは 
できません。表示されている条項夕の続きを表示するには、 
画面のち側にある-ボタンをクリックします。 


Q ま忌のライセンスを頃の内容を確認して[ラ 
イセンス爱頃に同意しまず]のちにある因を 
クリックし、欣へ]ボタンをクリックずる 


[Q [推奨設定を使用しまず]を 
ク U ツクずる 


な g Wndows のたットァップ 

ライ tr シスホ頂をお R みになつてくださし、 

マイクロソフトソフトウェアライセンスを巧 

WINDOWS 7 HOME PREMIUM 

本マイクロソフトソフトウェアライたンス菜巧（似下「本ライセンスを巧」といいます）は、わ杳 
枯1と1^1下のち寒をとの契約ぞ巧成します。 ’ 

田 ライたンスを斯こ貞患します （Windows を巧用するには百意がか要)化） 

找す会れ束芝が巧供するソフトウIアぞダウンロード、インストールまたは巧用される 
巧にこのエンドユーザー巧用を諾寅約ま（本黄巧を)を注ま深くお责み下さい•いすれ! 
かのま斯こご同ちいただけない巧合には、巧芝裳コンビューターをお求めにむった巧 
完店に、ごち视こついてご巧を下さい. 

エンドユーザー使用許诺契約書 ’ 


(B ラィ， 


’たンスま巧に曰憲します（コンビューターを值用する口が巧醒がみ s)a) 1 


な f Windows ヴトアジ プ 

コンピユーターの W と Winkws の«»5<?0:ザ01»>に巧ゎれ》ょぅに1«してくださぃ 


巧9なをを使巧し fT(&) 

通 g な祖断ブ□グラムた《妻の g 斬プ D グラムをインスト ーA んたウ、インターキ a 
^ の BKt よウぞをにレたウ、オンラインて n ■の K 巧*モ«ち’一たク、 Mowofltf 
Windows モ巧麵すホたのに度なてたウします. 


巧 


■赛な》斬プ C クラ 
Windows 用のむキュゾでィの!»: 
みインストールし fT. 


•ストールしホ’ 
K プロヴクムち, 


ぶひそのなの■■な M プロヴクムの 


A •て巧はレます < が 

W 通巧でむをまで，このコンピユーターにたキユゾテイの M ■ザ»走巧 tt 巧がゎゥ^す. 


«さを去ミ♦巧するとさまた，ゴ更新プロクラムをインストールするとを:こ霞り、一巧の* W が 
Microsoft にを g ごれます.を S ご n た谓«が.おがをレたウ、おにがを»つたウ 
するために使用すれるこ公がりませんこれ5のな左を♦で擎れ'こするには、レ Vt プとヴ 
ザート】て巧巧をホを巧かこする方るを»素してください • プ5イルソーに UTaWH 


EQ 日付と時刻を確認し、[次へ]ボタンを 
ク U ックずる 

コンピューターの内蔵時計の日付と時刻が合っている 
かどうか確認し、合っていない場合は正しい内容に設 
定してください。 


ライセンス条項に同意しないと、コンピューターを使用する 
ことはでさません。表示されている条項夕の続きを表示するに 
は画面のち側にある-ボタンをクリックします。 



旧 


[スキップ]ボタンをク U ックずる 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、 
セットアップ完了後に行えるので、ここでは省略しま 
す。 


な* 


クイ和レス本ットフークへの »* 


フイ J 

さ.; 


ヤレスネザトフーク fIMR してくだか、フイVレスネザトフークの巧 Wc りからか’48 
このキ«を««して>で11巧て5ことがでさ^て， 


巧I 


t キュリ，ィなネ， 
たキユリ，ィ州かツネ- 


^ n 

勺 3 

たキユリブィ(3：«»3^^ツネジトつ一 づ 
t キユリブィの! SKt 行 WTO ジネ，卜つ一 
むキユリチィのが> 巧:Vマントつ一.< 


1 1スキヴ:^ I) 


E ユーザーの 設定び準備をれる 

Windows セットアップが終了すると、コンピューター 
内にユーザーの設定が用意されます。 

しばらくお待ちください。 

Windows が起動します。 


_ 



「東芝サービスステーション」のメッセージ画面が表示され 
た場合は、画面の指示に従って操作してください。 

詳細は『準備しよう』を参照してください。 


ゾモ 

•パソコンを 起動するときに流れる Windows の起動音がまれに 
途切れる場合がありますが、故障ではありません。 


パソコンを使い終わるときは、電源スイツチを押さないでく 
ださい。『準備しよう』を参照して、正しい手順でパソコン 
を終了させてください。 


•曰付と時刻を設定するには 

[タイムゾーン]は、欄のちにある1をクリックして、表示され 
た地名から「大阪、札幌、東京」をクリックしてください。 

年•月の左ちにあるィまたは ► をクリックすると、月ごとに 
順に表示が切り替わります。 

年-月を合わせてから、下の該当する曰をクリックしてください。 
時刻表示のちにある [3 または じ] をクリックすると、順に数字 
が切り替わります。 

変更したい時/分/秒をクリックしてから CE] または ご] をク 
リックしてください。 

ゾモ 

• 曰付と時刻が合っていないと、本製品に用意されているウイル 
スチェックソフトなどの使用期限のあるアプリケーションで 
は、アプリケーションの設定後から適用される使用期限などが、 
正しく計測されないことがあります。そのため、この時点で、 
曰付と時刻が合っていることを必ず確認してください。 


尸 さあ、パソコンで" \ 
( い 5/u な：:とを ) 
V してみよう！ / 


む 
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パソコンでテレビを見るために 


* 本操作は、必ず Windows セットアップ（上記 参照） が終了してか！5巧つてくだ さい。 各手順に関しては、『映像と音楽を楽しもう i 章テレビを見る準備をする』で詳細を説明しています。 


■ B - CAS カードをセツトする 

パソコンで地上デジタル放送を見るためには、パソコンに目- CAS 力ードをセツトしてく 
ださい。 Windows を終了させて電源を切り、パソコン本体から AC アダプターと周辺機 
器のケーブル類をはずして、ディスプレイを閉じ、パソコンを裏返してください。 



B - CAS 力ードス□ツト 




B - CAS 力ード 


目- CAS カードに印刷されている「目- CAS 」 の □ 
ゴが見えるように上にしてから、目- CAS 力ードの 
示す矢印の方向に合わせてください。 


■ アンテナケーブルを接続する 

パソコンのアンテナ入力端テに、付属の室内アンテナまたはご家庭のテレビアンテナを 
接続します。 Windows を終了させて電源を切り、 AC アダプターと電源コードを接続し 
た状態で行ってください。 






アンテナ入力端子 


■チヤンネル設定をする 

お住まいの地域に合わせて、受信するチャンネル（放送局） 
を設定してください。 

その他、パソコンでテレビを見るためのさまざまな説明が 
『映像と音楽を楽しもう1章テレビを見る準備をする』にあ 
りますので、よくお読みのうえ、テレビを見る準備をしてく 
ださい。 


* 本紙で使用している画像や画面、イラストは、実際の表示とは 
異なる場合があります。 


陸 
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